
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  テーブルセッションの後、２テーブル毎に、代表者が、高浜町の①漁業振興、②流通・加工、③人口・就業者をテーマに話し合われた結果を発表しまし

た。それぞれの立場により、異なる意見があることが委員全員に認識され、次回委員会で予定されている高浜町マリンビジョンの中心テーマである「海業

振興」の議論に向けた貴重な情報が共有されました。  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
漁業振興・流通面では、内部の強みは、①漁協が定置を経営している地区は他にない取組との意見がある反面、魚の買い方という部分も含めてですが、
②高浜には寿司屋が 1軒しかない、②魚に触れる場所が町内にないというあたりが弱みだという意見がありました。また、③地元のうまい魚が地元の人
を含めてあまり知られていないという意見もありました。セリの場面で、④漁師がとってきても市場で受けられず、持って帰る例もあるようで、④これ
らの魚も有効に使っていく可能性はないか？また、⑤住民や観光客が高浜の魚をどうやって買ったらよいかわからないとの意見もありました。昨年ブリ
が大量にとれたときに、ブリはどこで買えるのですか？････とか。 
 
加工面では、高浜らしい加工品でうまいものは何だろうとの話が出たのですが、①へしこだしの吟醸トロサバは凄くおいしい。②こうした季節ごと、地
域ごとに何か目玉があると良いなとの意見がでました。また、この話の流れで、③和田の加工場という立派な施 
設があるので、うまく活用したいという話が出ました。④地元の加工品を地元の人が買えるのも良いし、それこそ、地 
元の人と密着しているからこそできる作戦だなとます。これが、どんどん外にも広まっていくきっかけになるのかも。 
 
人口・就業者の面でのプラス要因は、①関西から近い、②海がきれいとなどとポテンシャルはあるものの、①いざ来て 
住むとなった時に、どうしていいか分からない。つまり、②何か人を受け入れる明確な制度がないことがすごくネック 
になっているではという意見がありました。ポテンシャルはすごく高いので、③高浜に来る理由になると思います。④ 
最初高浜を知る→魚を食べてみる→体験してみる→人と関わって働く住むみたいな一連の流れがきちんとデザインされ 
る必要があると思います。また、⑤実際に住んだあと何かよそ者感みたいな、空気感はある（知っている人、仲の良い 
人はうまくいっているけど、そうじゃない人はちょっと外みたいな感じがしているのかな）という意見もありました。 
これから高浜にずっと定住してもらうためには、⑥働ける場をしっかり作っていく必要があるという意見もありました。 

 
漁業振興では、内部の強みとして、①高浜町は魚種が豊富であること、②ブリなど最近よく獲れる魚は良質でサイズが大きく、舞鶴などの市場評価が高
い点があります。一方、弱みは、魚の評価が高い要因が衛生管理面での評価と直結しているのかもしれないですが、実際に市場を使う側の人間として
は、③衛生管理対応が面倒であったりします。外部要因としては、④油代や小売代が値上がりし、経営を圧迫しているという点があります。解決策とし
ては、内浦は養殖中心で、高浜は漁業従事が中心になっているので、小浜の阿納のような形で、⑤多角経営の漁業だけではなく、⑥民宿や観光面をプラ
スした経営強化の可能性があるのではないかという意見が出ました。 
 
流通・加工面では、①町内に加工事業者が（株）まちからしかなく、②セリ人が少ないので、③高浜市場に集まる魚 
が少なくなってきていることが問題で、これらが、④地元消費が少ないことにつながっている。一方、強みは、⑤衛 
生管理型市場施設が整い、⑥海水が使える点にあるという意見がありました。また、船の油代もですが、⑦流通経費 
や、⑧人件費もすごいスピードで上がっているため、⑨行政のバックアップがあると、漁業振興も含めて流通の部分 
の問題解決への糸口が見えるのではという意見が出ました。また、市場のセリ人が少なくなってきているという問題 
の解決策として、⑩町内の民宿や一般の人がセリに参加できるしくみづくりが議論されました。 
 
人口・就業者の面でのプラスの部分は、①定置乗組員に若手が増えたこと、②加工場で若返りが進んでいることなど 
が挙げられます。一方、田舎特有の、③年寄りの意識と若手の意識が合わないことが原因で、なかなか人が戻ってこ 
ないことが弱みかな。漁業従事者を増やすにはどうすればいいか？例えば、④１か月ほどの体験授業を可能にするパ 
ッケージづくりが考えられ、それを進めるには、⑤体験者の住む場所が必要になるので船小屋の活用など、人が住め 
るところを作っていくようなことが、面白いのではないか。 

 

 

 

第１回高浜町マリンビジョン策定委員会（７月９日開催）に引き続 

き、去る令和７(2025)年９月１９日（金曜日）１４時から、第２回目の委

員会が、高浜町役場の第３・４会議室で開催されました。 

渡慶次委員長（福井県立大准教授）の進行により、参加委員のみなさん

全員が積極的に発言し、終始、活発な意見交換の場になりました。 

第１回委員会を経て、委員のみなさんは、いい意味で肩の力が抜けた雰

囲気の中、今回は主に将来の高浜町の活性化に向けた「漁業振興」、「流

通・加工」、「人口・就業者（担い手）」をテーマに、2テーブル（漁業関係

者中心のテーブルと観光や流通中心の                

テーブル）に分かれて熱心な意見交換                 

が行われました。 

そして、最後にテーブル毎に代表者 

が３つのテーマについてどのような意 

見がでたかを発表することで、異なる 

立場の人が、何を考えているのかを知る 

良い機会になりました。 
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第２回委員会が開催されました 

■第２回高浜町マリンビジョン策定委員会が開催されました 

 

(第２回委員会での意見交換の様子) 

■第２回委員会の進め方 

 
話題提供（事務局） 

① 第１回委員会の振り返り 

第１回委員会での話し合いの結果をまとめて、委員のみなさんに共

有しました。 

② 関係者アンケート最終結果報告 

第１回委員会後の集まった回答を加えて、最終的な高浜マリンビ

ジョンについての意見を集計するとともに、男女別、年齢別、居

住地別の意見の違い等について報告しました。 

 

テーブルセッション（２テーブルに分かれ、自由討論） 

Ａテーブル(漁業関係者中心) Ｂテーブル(観光他関係者中心) 

共通テーマ(①漁業振興、②流通・加工、③人口・就業者)について高浜町

の強み、弱み及び外から見た強み、弱みについて意見交換 

Ａテーブル検討結果の発表 Ｂテーブル検討結果の発表 

委員全員による異なる立場の人たちの意見の共有 

ＡテーブルとＢテーブルの意見発表 

■Ａテーブル（漁業関係者中心メンバー）の主な意見交換結果発表 
 

■Ｂテーブル（観光関係者他メンバー）の主な意見交換結果発表 

 

2025 年（令和７年） 10 月 10 日（金曜日） 

編集・発行：高浜町産業振興課 
〒919-2225 高浜町宮崎第 86 号 23 番地 2 

電話：0770-72-7705 FAX:0770－72－4000 

メールアドレス：machi@town.takahama.lg.jp 

(Ａグループ代表者の発表) 

(Ｂグループ代表者の発表) 



令和 7年 9月 19 日に開催された「第 2 回高浜町マリンビジョン検討委員会」のテーブルセッションで出された主な意見を下図にまとめました。漁業・水産業と観光振興を連携した将来の高浜町の振興に向けて、２テーブルに分かれ、 

①漁業振興、③流通・加工、③人口・就業者をテーマに、活発な意見交換が行われました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 2 回 高浜町マリンビジョン検討委員会で出た主な意見（テーブルセッションの概要） 

【漁業振興】 

（人口・就業者） 

高浜町の強み 高浜町の弱み 

高浜町の強み 高浜町の強み 高浜町の弱み 高浜町の弱み 

（流通・加工） 

外から見た弱み 

外から見た強み 外から見た弱み 外から見た強み 

Ａグループ（漁業関係者中心） 

外から見た強み 

外から見た弱み 

高浜町の強み 

外から見た強み 

高浜町の弱み 

外から見た弱み 

（流通・加工） （人口・就業者） 

高浜町の強み 高浜町の弱み 

外から見た強み 外から見た弱み 

高浜町の強み 

外から見た強み 外から見た弱み 

高浜町の弱み 

【漁業振興】 

Ｂグループ（観光関係他関係者） 

魚種豊富 

内浦：養殖中心（＋小規模漁船漁業） 
高浜・和田：定置＋小型漁船漁業） 

↓ 
養殖又は定置＋α(海業含) 

市場開場が 10
時なので朝はゆ
っくりできる 

高浜のブリは 
サイズが大きく
良質 定置は､拘束時間が決まってお

り、比較的自由時間がある 

延縄等個人漁業は、朝から晩ま
で作業が多く、長時間労働 

６次産業施設がある 

積極的な血抜き(ブリ、カンパチ、

マグロ、サワラ等青物) 

定置乗組員 

→独立漁師の道 

舞鶴市場の高浜も
の評価は高い 

特産アマダイ減少 
↑ 

延縄漁の減少（※サバ
が網を荒らし漁に支障
があるのも要因 

衛生管理市場 
・直射日光が入り不安 
・作業が面倒 

漁業への３Ｋ意識 

漁師は個人意識が強い 

磯や海藻が減
少し、魚介類
の生息域が消
失 貯氷施設が分散→集約化 

原発温排水は、今やデメ
リットの方が大きい 磯焼け高水温が影響 

高浜のブランド魚アマダイ 
↓ 

小浜・舞鶴市場経由 
↓ 

大阪・名古屋・東京で人気 

経費高騰：燃油代等 

京都は見た目の良
さを重視 

経費高騰：漁船に冷凍・冷蔵機能がないので氷代
（製氷・貯氷電気代直結）がかかる 

市場がきれい 

衛生管理市場設備・冷海
水施設等が整備  

町内に加工場が１軒 

舞鶴は加工会社が多く、原
料取引値が高浜より高い 

舞鶴市場にもっていくと
価格が上がる 

地元消費が少ない 

加工用の魚種が多くもの
がよい 

セリ人(特に大口)が少ない
ので単価が安い 

定置乗組員の若返り 

漁業はすぐにはお金にな
らないが、定置は定期収
入になる 

養殖業は設備投資等資本
が必要、漁船漁業も投資
と技術が必要で育成に時
間が必要 

定置は、午後自由 

高浜はサラリーマン中心
で、もともと漁家は少ない 

地元水揚自体が少ない 
漁業者（特に定置乗組
員等）の海業対応の可
能性はある 

大消費地からは端っこ 

内浦では生活できないと
いう意識が強い 

年寄りの意識が古い。年寄
りと若手の意見が合わない 

ニーズに見合った加
工品が作られている 

加工を担う女性労働力減 

町内民宿向け地
場水産物供給体
制が未形成 

嫁・婿への目
がきつい 

塩土の漁具 
船小屋 新婚住宅等 

輸送量の高騰 

人件費の全国的上昇 

Wi-Fi 等通信環境が
整っている 

海洋系の県立大が近い 

二次交通基盤が弱い 

海がきれい 

海辺の空き家
が多い 

海も山もあり、１次産業
の選択肢は多い 

手厚い移住補助 

若者の働く選
択肢が少ない 

働きたい思える
会社が少ない 

お試し居住制度がない 

地域活動が低迷 

二拠点居住推進のための
ネットワークが弱い 

行政の子育て支援
が充実 田舎ならではのよそ者感

（移住者）もある 

地元高齢者には魚に関する

スキルがあり、高齢者のい

きがい加工就業の可能性あ

り 

“コレ!!”がない 

高浜ブランド力が弱い 

地魚が食べられるふらっと
立ち寄れる飲食店が少ない 

昔ながらの魚屋（地元住民
に地場魚介類を安く売る個
人商店）がなくなった 

高浜市場機能が低い 

娯楽・飲食施設がない 

駅前スーパーで地場魚介類
が買える 

へしこ出汁吟醸トロサバは特
産品になりそう駅前スーパー
で地場魚介類が買える 

生産を含めた魚のプロ漁協と
加工事業者の連携の可能性 

季節毎の漁業・魚種 

外部からの漁業者

受入に寛容 漁協経営定置ゆえの可能性 

多様な天然魚と養殖魚 
底引き網がない 

漁業は 3Ｋイメージ 

雑魚刺網の衰退
→伝統的漁業・
魚食文化衰退 

・朝早い 
・汚れる 
・魚価が安い 
・所得が不安定 
・過酷な労働 

今の高浜の漁業者

は怖くない 

漁業伝承館、文化的既存スト

ックであり景観資源(漁業関

連施設)の立地 

漁場環境
悪化 

資源減 

後継者は親族
という意識 

一般賃金との格差 

漁業＋αの漁業者

が活躍 

漁業体験や漁業
就業の仕組みが
弱い 

現役漁師の勉強
の場がない 

仲 買 
不買魚 

技術習得と資金 

コストは上がるが、魚価は低迷 
伝統的な海水浴
客や釣り客 

地球温暖化 
マリンアクティビティに発展 

↓ 
海業 
↓ 

漁業＋αの漁家食向上が可能 
高水温等海洋環境の変化 

高浜の知名度低下 
←関西ローカルＴＶ
番組休止 

仲買人が少ない 

加工業が小規模 
多品種漁獲→多様な加工・流
通の可能性 

都市ガス未整備 
加工品に物語性が必要 

生産者は高く売りたい加工業
は安く仕入れたい 

夏の土産需要 

他にない高浜ならでは
の特産品が認知されて
いない 

京阪神地域に近い 

関東圏から遠すぎる 
魚より肉の方が手間がか
からない 

・行政のバック

アップに期待 

・漁業と行政の

関係はもとも

と近い 

少量多品種生産・複数の前浜産地・それぞれの個性 

 

・体験漁業（後継者育
成目的）は１か月程
度必要 

・体験受け入れ 
① 飲食 
② 住む場所 
③ 情報発信 

 
・行政のバックアップ 

が欲しい 
・一般人がセリに参加 

できる体制整備 

嶺南地域は関電関連の
人の往来は多い 

・知ってもら 
うことから 
始める 

・お試し居住 


